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研究成果の概要： 

大腿骨近位部骨折を受傷した 1症例、下肢切断を施行された 2症例、変形性股関節症にて人
工股関節手術を施行した 1 症例を対象に Honda 歩行アシスト(HWA)を使用した歩行練習(HWAT)
を行い、実行可能性及び本機器を用いた歩行練習効果を検証した。 

各症例群共に HWATを完遂し、有害事象を認めなかった。通常理学療群と比較した症例群では、
歩行能力の改善を認め、患側の膝筋力により高い改善効果を認め、対照群とほぼ同等の歩行能
力、耐久性、日常生活活動（ADL）の改善効果を示した。このことから、HWAT は上記症例群に
おいても安全に使用ができ、患側の下肢筋力改善を伴うより良い歩行練習が実施できる可能性
が示唆された。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義： 

大腿骨近位部骨折や変形性関節症、糖尿病による下肢切断は要介護状態を引き起こす要因で
あり、健康寿命や生命予後の短縮につながる。これらの疾患群では術後の ADL 低下、リハビリ
テーションの遅延、介護労働力の減少などが問題となっており、患者を早期に自立させる画期
的なリハビリテーションの手法の開発が望まれる。 
 本研究で使用した HWA は軽量かつ装着が簡便であることから、大腿骨近位部骨折術後等の重
度の麻痺がない患者に適した機器である考えられる。HWATで効果的に歩行能力を改善すること
により、入院日数の減少、健康寿命の延伸、介助量の軽減が期待でき、我が国が抱える医療費
増大を抑制できる可能性が期待される。 
 
研究分野：リハビリテーション、ロボティクス、歩行 
 
キーワード：大腿骨近位部骨折，Honda歩行アシスト，歩行練習 
 
１．研究の目的 

本研究は大腿骨近位部骨折術後患者に Honda 歩行アシスト（本田技研工業株式会社製）を用
いた歩行練習を行い、従来法と比較することで、その安全性と有効性を明らかにすることを目
的とした。また、その他の疾患に関しても、HWATの実施可能性を探索的に調査した。 
 
２．研究成果 

当院に入院した大腿骨近位部骨折を受傷した 1症例、下肢切断を施行された 2症例、変形性
股関節症にて人工股関節手術を施行した 1症例を対象とした。大腿骨近位部骨折では、通常理
学療法のみを実施している対照群と治療効果を比較した。HWATは、1回最大 20分、週 3～5回、
最大 4 週間、通常理学療法の歩行練習に置き換える形で実施した。評価項目は①歩行能力（歩
行速度、歩幅、歩行率）、②歩行の耐久性（6分間歩行テスト）、③下肢筋力、④ADLの自立度(FIM)、
⑥有害事象の有無とし、介入期間の前後および退院時の状況を評価した。 

大腿骨近位部骨折、下肢切断、人工股関節手術の症例共 HWATを完遂し、有害事象を認めなか
った。下肢切断群では介入前後における歩行能力改善効果が（表 1）、人工股関節術後症例では
早期の歩行及び ADL改善効果が認められた（表 2）。通常理学療群と比較した症例では、歩行能
力の改善及び患側の膝筋力により高い改善効果を認め、対照群とほぼ同等の歩行能力、耐久性、
ADLの改善効果を示した（表 3）。このことから、HWATは大腿骨近位部骨術後患者をはじめ、下
肢切断、人工膝関節手術、人工股関節手術の症例においても安全に使用ができ、患側の下肢筋
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力改善を伴うより良い歩行練習が実施できる可能性が示唆された。 
 
表 1：下肢切断群における HWAT 前後の歩行能力変化 

 
 
 
 
 
 

 
 
表 2：人工股関節全置換術後患者における股関節機能、歩行能力、疼痛及び ADLの回復経過 

 
 
表 3：大腿骨近位部患者における下肢機能、歩行能力、ADL変化 
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Pre-HWAT Post-HWAT Pre-HWAT Post-HWAT
快適歩行速度 (m/s) 0.74 0.87 0.65 0.85

歩幅 (m) 0.49 0.54 0.43 0.54
歩行率 (steps/min) 90.7 96.4 90.1 94.6

単脚支持時間比 0.75 0.8 0.77 0.73

Patient 1 Patient 2

術前 Pre-HWAT Post-HWAT Follow-Up
術後1週 術後2週 術後3週 術後4週 術後5週 術後10週

股関節伸展角度（術測） (°) −10 −25 −15 −10 −10 −5 0
股関節外転トルク（術測） (Nm/kg) 0.35 0.68 0.79 0.76 0.65 0.92 0.8
股関節伸展トルク（術測） (Nm/kg) 0.81 0.93 1.55 1.6 1.34 1.56 1.59
Timed Up and Goテスト (s) 11.3 12.7 9.9 9.7 9.7 9.6 9.7

快適歩行速度 (m/s) 1.05 1.2 1.31 1.35 1.31 1.36 1.33
歩幅 (m) 0.5 0.58 0.58 0.59 0.59 0.61 0.56

歩行率 (step/min) 126.1 124.7 136.6 138 134.1 133 143.9
WOMAC-p 10 5 0 0
WOMAC-s 5 2 2 3
WOMAC-f 42 28 19 5

Pre-HWAT Post-HWAT Pre-HWAT Post-HWAT
膝伸展筋力（患側） (Nm/kg) 0.54 0.84 0.51±0.15 0.73±0.17

Timed Up and Goテスト (s) 41.4 25.1 43.0±24.5 26.9±13.7
最大歩行速度 (m/s) 0.40 0.66 0.40±0.27 0.66±0.29

6分間歩行テスト (m) 144.0 192.0 134.3±97.1 193.8±97.5
Functional Ambulation Category 3 4 3.3±1.26 3.8±0.96

Functional Independence Measure 92 116.0 95.3±15.6 113±5.5

対照群(n=4)本症例
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